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検査部レター

第62回大韓臨床病理士協会総合学術大会
にて演題発表を行いました！

学会
Report

8月30日～31日に韓国の仁川広域市にて行われた学会に当院の菊地技師長、石田副技師長、立川技師が
参加し、演題発表を行いました。国際学会に参加することによって、最先端の研究成果に触れることができ、国内外
のネットワーク構築やキャリアの向上も見込まれます。検査部では３年連続国際学会に参加しており、多くの技師が
学術活動でも活躍しています！！

一次サンプル採取マニュアルのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第9版に改訂となっております。一次サンプル採取マニュアルは、検査部、輸血部、
病理部で取り扱う情報を記載しております。ぜひご活用下さい！！

学会レビュー 立川 将也 技師

「The Utilization of Tube-type Samples to 
the Efficiency of Internal Quality Control 
Tasks」という演題で示説発表を行いました。
現地の参加者とチューブタイプの精度管理試料につ
いてディスカッションする貴重な機会を得ました。
また、国際シンポジウムに参加し、国別オンライン感
染症申告システムの紹介や精度管理プログラムに関す
る講演を聴講しました。これにより、国際的な取り組み
や、その重要性についての理解を深めることができました。
国際学生フォーラムでは、AIとビッグデータ時代におけ
る臨床検査技師の役割について、今後求められる検
査法や価値観について聴講することができました。
さらに、日本の臨床検査センターに相当するEONE 

Laboratoriesの施設見学では、日本で見たことのな
い検査機器や、検査の処理状況をどこでも確認できる
モニター表示の工夫に触れました。
この経験を今後の臨床検査技師活動に活かし、より
深い専門知識と国際的な視野を持つ技師に成長して
いく所存です。
最後に、出張を快く支援してくださった職場の皆様に、
心より感謝申し上げます。

notice

ポスター発表風景

立川 技師

https://www.hosp.gifu-u.ac.jp/origin/clinilabo/


検査部
EVENT

第71回全国国立大学法人病院検査部会議（6月27-28日 開催）

第34回日本臨床化学会 東海・北陸支部総会
第42回日本臨床検査医学会 東海・北陸支部例会（8月4日 開催）

検査部からのお願い
結核菌特異的IFN-γ、サイトメガロウイルスpp65抗原（C7-HRP）などは検査部時間外に

受け取ることができません。採血される前に今一度オーダーの確認をお願い致します。

上記以外にも、時間外受取不可の依頼がありますので、詳細は

電子カルテの各種マニュアル＞部門システム＞検査部のSRL電子版総合検査案内・LSI総合検査案内をご参考ください。

INFORMATION

検査部レター編集部よりお知らせ

QD / 共通 / 0103

検査部レターにて、「〇〇検査って何？」、「〇〇検査の条件は何？」など検査の疑問を募集しています。
今後、内容を精査し検査部レターにて疑問点にお答えさせていただきます。
（本フォームではクレーム等は受け付けることができません）
下記Googleフォームまでお気軽に投稿ください。

https://forms.gle/9g8oCwuVMSvXiiC4A

文責：石田真理子

QRコードからもどうぞ

2024年６月から8月までに、検査部主幹イベントが２つありました。

CAUTION

当院主管で検査部会議を開催するのは1978年以来の46
年ぶり２回目となり、2日間の開催となりました。
1日目は、会議に加え検査部見学ツアーも行い、全国国立大
学の技師長など57名もの方に検査部内の各部門をみていただ
きました。2日目は岐阜駅直結のじゅうろくプラザにて各種講演
が行われました。
2日間、ホストとしておもてなしの心をもって、緊張感漂う中で貴
重な経験をさせて頂きました。
事務部の皆さんにも、準備の段階からご協力を頂き、無事に会
を執り行う事が出来ました。ありがとうございました。

副臨床検査技師長 関根綾子

今回の学会テーマは「臨床検査を社会に活かす時代を考
える」でした。近年webでの講演会形式で一般口演なしで
したが、今回久しぶりに現地開催とし、一般口演も行いまし
た。当院からも若手技師を中心に5演題発表があり、また
当日も予想より多くの参加者が訪れ活発な議論が行われ、
やはり学会はライブに限る！と改めて感じた次第です。現地
開催ならではの教育企画として「災害時に役立つチョイあて
エコー」と題したハンズオンセミナーも企画し、盛況でした。
学会のテーマの如く、災害時にも社会に貢献できる検査部
でありたいと思います。

検査部副部長 渡邉 崇量

↑スタッフ一同

災害時ハンズオン→
セミナー

↑検査部長・副部長・
技師長・副技師長
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